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1. 通信市場の動向
 当社の取組み状況 及び 課題についてご説明いたします
IIJ モバイル事業について
新たに実施した料金・サービスの見直し
MNOとMVNOの回線品質

2. 端末市場の動向
 課題についてご説明いたします
端末の過度な安値販売

3. 乗換えコストの更なる改善等
 課題についてご説明いたします
MNPに伴う課題

ご説明内容
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１.通信市場の動向
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IIJモバイル事業について
 個人・法人・IoT等の多種多様なモバイルトラフィックをバランスよく共通インフラに収容
し、設備の利用効率を上げることで、事業利益の最大化

 今後も個人と法人の両輪で事業の発展を目指す
 5GSAについては、提供開始時期は定まっていないが、MNOとの協議・設備検討等を推進し、
サービス自由度の高い接続方式の実現に向け対応を進めていく

IIJmioをショーケースに
MVNEプラットフォーム展開

データ通信・音声・光
スマホ・PC・サプライ

MVNE

フルMVNO
IoTプラットフォーム

IoT向けサービスの強化
IIJサービスとの連携

フルMVNOによる多様なSIM展開

個人事業 法人事業

個人・法人
両輪で事業発展

多様な事業者との
パートナーシップの強化
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新たに実施した料金・サービスの見直し
 お客様のニーズに応えるためプランの改定、利便性の向上に向けた取組みも継続的に実施
 2023年 4月 1日 IIJmio「ギガプラン」のデータ量増量

4ギガプラン→5ギガプラン、8ギガプラン→10ギガプラン（価格はそのまま、手続き不要で自動適用）

 2023年 4月 1日 「音声通話定額オプション」について専用アプリ→標準電話アプリでの提供開始
 2023年 2月15日 IIJmioタイプAのSMS機能における「迷惑SMSブロック」機能の導入
 2022年10月25日 IIJmio「ギガプラン」タイプAにおいて音声通話機能付きeSIMを提供開始
 MNPのワンストップ化については導入に向け検討を進めている
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MNOとMVNOの回線品質
 当社では、低廉な料金プランを維持しつつ、データ接続料の低廉化が進んだことによる経常
的な帯域の増強を実施しており、可能な限り快適な回線品質を実現するための対応を実施

 データ通信トラヒックが多い時間帯（昼帯（12:00‐13:00）がピーク）においては、依然と
してMNOとMVNOでは、回線品質に差があると考える

 MNO相当の回線品質とするには、さらに多くの帯域の確保（コスト）が必要
 MNOの低廉な料金プランとMVNOの料金プランは、料金が近接している状況であり、今後の
競争を考えると、データ接続料の更なる低廉化が非常に望ましいと考える

12:00 18:00 24:006:000:00

MVNOの
契約帯域（例）

MNO相当の回線品質とするには
さらに多くの帯域の確保（コスト）が必要

MNOとの回線
品質の差は
ここで発生

12:00 18:00 24:006:000:00

MNOの
帯域（想定）
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２.端末市場の動向
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端末の過度な安値販売
 公正取引委員会の「(2023年2月24日)携帯電話端末の廉価販売に関する緊急実態調査につい
て」は、下記の調査報告があったが、市場の公正な競争環境を確保する観点からも報告内容
について賛同するところ

（出典：公正取引委員会 (令和5年2月24日)携帯電話端末の廉価販売に関する緊急実態調査について 概要資料より抜粋
https://www.jftc.go.jp/houdou/pressrelease/2023/feb/230224.html）
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端末の過度な安値販売
 調査報告の公表以降、端末の過度な安値販売は減ってきているものの一定数は行われている
と認識

 事業法改正の目的は、端末代金の値引き等について一定の厳しい上限を定め「通信料金収入
を原資とする過度の端末代金の値引き等の誘引力に頼った競争慣行について２年を目途に根
絶」することとし、「通信市場・端末市場の双方における競争がより働く」※ようにするこ
と

 目的の達成に向けては、27条の3の規律の遵守の徹底 及び 見直しが必要と考える
（※出典：総務省「電気通信事業法の一部を改正する法律によるモバイル市場の公正な競争環境の整備に関する基本的考え方（2019年8
月）」より抜粋）

（出典：競争ルールの検証に関するWG（第38回） 資料2－1 当社提出資料.pdfより抜粋）
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３.乗換えコストの更なる改善等
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MNPに伴う課題
 MNPの踏み台となるような短期解約した契約数は、昨年度程ではないが、一定の水準で推移
している状況

 事業の妨げとなるような不要な業務コストが発生している
 主な要因はMNOによる端末の過度な安値販売等と認識しており、課題の解決にあたっては、

27条の3の規律の遵守の徹底及び 見直しを実施頂くとともに、総務省と公正取引委員会が
引き続き連携しながらMNPの踏み台の解消に向けた取組みをお願いしたい

赤枠内は構成員限り
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ヒアリング事項への回答
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ヒアリング事項回答① 事業法第27条の3の執行の状況
ヒアリング事項 回答

通信・端末の分離に係る規律の遵守
 規律を遵守するために、具体的にどのような
取組を実施しているか。

 規律を販売代理店に遵守させるために、貴社
として具体的にどのような取組を実施してい
るか。

 取組みについては以下の通りとなります
 規律の基本的な内容について、関連社員向けに勉強会等を実施
 事例を挙げ規律に違反しているか等の理解度テストを実施
 自社及び代理店における施策について、規律違反となる条件等が無いか事前に全件確認

既往契約の解消
 既往契約の解消のためにこれまでに実施した
取組の具体的な内容及びその結果としての解
消状況はどうなっているか（事業法第27条
の３第２項第１号に適合しない契約及び同項
第２号に適合しない契約それぞれについて）。

 （既往契約が残存している場合）今後、解消
を更に進めるために具体的にどのような取組
を予定しているか（解消目標時期等）。

 既往契約のうち、改正事業法に適合しない最低利用期間の定めについては、1年（自動更新なし）
のため2020年10月までに全ての既往契約で事業法適合済み
またその他、改正事業法に適合しない部分（長期利用者向け優遇等）については2019年10月時点
で既に廃止済み
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ヒアリング事項回答② 通信市場の動向
ヒアリング事項 回答

全体
 報告書2022以降、新たに実施した料金・
サービスの見直し（料金の値下げ、新プラン
の開始、新たな割引メニューの開始、月間通
信容量の増加等）は、どのようなものがある
か。

 モバイル市場の現状についてどのように評価
しているか。特に、事業法第27条の３の施
行以降のモバイル市場の環境変化についてど
のように捉えているか。

 当該環境変化を踏まえた、戦略（料金、サー
ビス等）、今後の見通しは、どのようなもの
か。

 P.4～P.6を参照

５Gプラン、大容量プラン
 現在の５Gプラン、大容量プランの提供状況
はどのようなものか。また、今後の考え方や
課題はどうか。特に、５GSAに係るプラン
の提供状況（今後の見通しを含む。）はどの
ようなものか。

 5Gプラン
 5GNSAに接続できる機能（5Gオプション（無償））を2021年6月より提供開始

 大容量プラン
 「ギガプラン」のデータ容量は5種(2ギガ、5ギガ、10ギガ、15ギガ、20ギガ)
同一の会員IDにて契約する複数の回線（最大10回線）の各データ容量を回線間で「シェア」する
機能、「プレゼント」する機能を提供しており、複数回線を家族で契約しているユーザーは模擬的
に大容量のプランを作成することが可能

 当社サービスではドコモ回線、KDDI回線間のシェアや、SIM機能(音声・SMS・データ・eSIM)が
異なる場合のシェアも可能

 5GSAに係るプラン
 MNOより、L3接続相当の提供形態に対する情報開示はあるものの、当該方式はMVNOでのサービ
ス自由度が低いため、MNOとMVNOの事業者間協議において取りまとめられている方式（4類型5
方式）のうち、よりMVNO側のサービス自由度の高い接続方式の実現に向けて検討を進めている

 国際標準化の遅延等の影響もあり、現時点で5GSAに係るプランの提供の見通しは立っていないが
MNOとの協議・設備検討等を推進していく

ARPU
 令和元年事業法改正以降のARPUの状況及び
今後の見通しはどのように考えているか。

 P.15を参照
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ヒアリング事項回答② ARPU（通信市場の動向） 赤枠内は構成員限り

 令和元年事業法改正以降のARPUの状況及び今後の見通しはどのように考えているか

 楽天のMNO参入、MNOの廉価プランの導入等により、通信料金の低廉化が進展、また、データ接続料の低廉化が進んだことにより、従来よ
り低料金で競争力のあるIIJmio「ギガプラン」を2021年4月から提供開始

 5G時代によりお客様のデータ利用容量が増加することが想定されるため、ニーズに対応したプラン等を検討していく
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ヒアリング事項回答③ 端末市場の動向
ヒアリング事項 回答

全体
 報告書2022以降の端末販売の状況（販売台
数の推移、価格帯別（低・中・高価格帯）販
売台数の割合、チャネル（店舗、オンライ
ン）ごとの販売台数の割合）はどうなってい
るか。

 端末市場の現状についてどのように評価して
いるか。特に、事業法第27条の３の施行以
降の端末市場の環境変化についてどのように
捉えているか。

 P.17を参照

最新端末の安値販売
 MNO各社において最新端末の安値販売が広
く行われているという指摘があるが、どのよ
うに評価しているか。

 P.8～P.9を参照

5G端末
 報告書2022以降の５G対応端末の取扱い・
販売状況はどのようなものか。特にミリ波対
応端末についてはどうか。

 P.18を参照

中古端末
 中古端末の取扱いの状況はどうか。今後の見
通しはどうか。

 既に中古端末の取扱いを開始している事業者
においては、最近の取扱いの状況はどのよう
なものか。

 P.18を参照
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ヒアリング事項回答③ 全体（端末市場の動向）

 IIJmioはオンライン販売のみ、端末販売数は2021年度と同等で推移
 価格帯については、中高価格帯の端末ラインナップが増えたため販売台数割合も増加

赤枠内は構成員限り

 報告書2022以降の端末販売の状況（販売台数の推移、価格帯別（低・中・高価格帯）販売台数の割合、チャネル（店舗、オンライン）ごとの販売台数
の割合）はどうなっているか。

 端末市場の現状についてどのように評価しているか。特に、事業法第27条の３の施行以降の端末市場の環境変化についてどのように捉えているか。
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 中古端末
 市場動向としては昨年同様拡大傾向
・今年は様々なモノの値段が上がる傾向もあり中古端末のニーズは高まっている
・RMJのリユースモバイルガイドラインにより販売基準が明確になりビジネスがしやすい環境

 当社としても、中古端末販売は積極的に推進中
・2021年度に引き続き、端末を安定的販売するため2022年度も調達先の拡大
・販売の大半はiPhoneだが、Google Pixelのニーズも増えており販売台数も拡大

 5G端末
 現時点でミリ波対応端末の取扱いは無し
・当社でODM/OEM製造しても、生産台数とコストが見合わないため、端末メーカーのラ
インナップ拡大を待つ

 5GNSA対応端末について(ミリ波非対応）
・2022年度の5G端末販売構成比は、端末メーカーの5G端末ラインナップ拡大に伴い増加

ヒアリング事項回答③５Ｇ端末／中古端末（端末市場の動向） 赤枠内は構成員限り

 報告書2022以降の５G対応端末の取扱い・販売状況はどのようなものか。特にミリ波対応端末
についてはどうか。

 中古端末の取扱いの状況はどうか。今後の見通しはどうか。
 既に中古端末の取扱いを開始している事業者においては、最近の取扱いの状況はどのようなものか。
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ヒアリング事項回答④ 乗換えコストの更なる改善等
ヒアリング事項 回答

全体
 報告書2022以降、乗換えコストの更なる改
善に向けて行った取組はあるか。ある場合に
は、その取組を具体的に示していただきたい。

 2022年10月25日 IIJmioモバイルサービス（ギガプラン）タイプAにおいて、音声通話機能付き
eSIMを提供開始

 MNPのワンストップ化については導入に向け検討を進めている

MNPに伴う課題
 MVNOから「ＭＶＮＯはＭＮＰの踏み台にさ
れるような短期解約が非常に大きく増加する
といった課題が発生」しているとの指摘が
あったが、このような課題に対してどのよう
に考えているか。また、この課題を解決する
ための取組としてどのようなものが考えら
れるか。

 P.11を参照
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